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秋田年金事務所

（秋田県代表年金事務所）

令和5年度
秋田県地域年金事業運営調整会議(資料１）



はじめに

令和5年度においては、令和5年5月8日から新型コロナウイルス感染症に
対する感染症法上の位置付けが変更になったことに伴い、改めて地域年金
展開事業の実施を行っていく必要があるものと感じております。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の地域での流行状況に関心を
持ち、自らを感染症から防ぎ、身近な人を守る、ひいては社会を感染症か
ら守ることは重要であり事業の実施にあたっては、引き続き十分な対策を
しながら事業を進めてまいります。

そのうえで、日本年金機構では「オンラインビジネスモデル実現の推
進」を重点取組み施策と位置づけており、地域年金展開事業については、
年金セミナー・年金制度説明会・年金委員研修等のオンラインでの開催を
強化しながら、対面型、非対面型による取組みを更に進めてまいります。
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事
業
実
施

共同開催

・地方厚生(支)局
・都道府県労働局
・ハローワーク

関係機関

地域のネットワーク

年金制度の普及・啓発

年
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及
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推進部

各地域代表
年金事務所

・関係機関との
連絡調整。

・年金事務所の
状況把握。

年金事務所
・事業実施主体。
・代表年金事務所は管内
の年金委員活動支援を
取りまとめる。

支
援
（（研
修
等
）・進
捗
管
理

等

相
談
・管
理

協
力

指
導
・助
言

報
告

連
携
協
力

日本年金機構

・市区役所、町村役場
・自治会
・民生委員、児童委員

地域 関係団体

厚生労働省

教育委員会
社会福祉協議会

地方自治体

教育機関
商業施設 などなど

企業

社会保険（年金）協会・委員会
受給者協会
全国健康保険協会都道府県支部
都道府県社会保険労務士会
商工会・商工会議所 など

地域年金展開事業
年金制度の周知、理解、支援ネットワークの構築

①ポスターの貼付、チラシ・リーフレットの配布
②年金制度説明会
③年金セミナー
④出張年金相談会
⑤地域年金事業運営調整会議
⑥ねんきん月間・年金の日における各種取組
⑦「わたしと年金」エッセイ など

・委嘱事務
・各種支援（研修や情報提供）

地
域
住
民
・
学
生
や
生
徒

・
会
社
に
お
勤
め
の
方

等
年金委員

年金委員 地域年金推進員

協力者

１．地域年金展開事業の概要（１/２）
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地域年金展開事業の主な取組
◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

・年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を
提供。

年金委員
活動支援事業

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年金制
度説明会を実施。
・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の
周知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

地域連携事業

年金セミナー
事業

・年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町
村役場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。

地域相談事業

１．地域年金展開事業の概要（２/２）

《本来の取組内容》
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・公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助
言を行うため、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

・職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
・大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や
設置、配付の依頼等。



２．令和４年度事業結果報告（１/９）

１．地域連携事業・地域相談事業（市町村・公共機関への対応）

事業名 実施した事項 実施状況

地域連携事業
・地域相談事業
（市町村・公共機
関への対応）

①市町村広報誌等による周知・啓発
各市町村の広報誌に年金制度に関する記事を掲載

②市町村国民年金新任担当者への研修会
秋田年金事務所：6/8（参加者6名）6/15（参加者4名）

11/29（参加者1名）
鷹巣年金事務所：5/23（参加者8名）5/30（参加者8名）
大曲年金事務所：4/13（参加者2名）4/26（参加者2名）

5/19（参加者2名）6/8（参加者2名）
6/10（参加者2名）11/17（参加者17名）

本荘年金事務所：6/28（参加者８名）

③市町村における出張年金相談
秋田年金事務所：男鹿市役所
鷹巣年金事務所：能代市役所・大館市役所・鹿角市役所
大曲年金事務所：横手市役所・湯沢市役所

④ハローワーク主催の雇用保険制度説明会への参加
本荘年金事務所
※新型コロナウィルス感染症の影響により、秋田・鷹巣・大曲
年金事務所管内のハローワークでの説明会は未実施

鷹巣年金事務所
3/9アシストハローワーク実施

市町村国民年金新任担当者への研修会及
び出張年金相談は計画のとおり実施して
いたものの、ハロワークでの雇用保険制
度説明会への参加は限定的となりました。
今後は、公共機関との連携を図りながら
可能な対応を進めていきます。
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２．令和４年度事業結果報告（２/９）

２．地域連携事業（事業所等への取組み）

事業名 実施した事項 実施状況

地域連携事業
（事業所等への
取組み）

①一般財団法人秋田県社会保険協会の広報誌
「社会保険あきた」への記事提供

②一般財団法人秋田県社会保険協会主催の社会保険事務説
明会への講師派遣
秋田年金事務所 ：8/9（参加者30名）
鷹巣年金事務所 ：7/27（参加者14名）、11/22（参加者22名）
大曲年金事務所 ：8/2（参加者11名）、7/22（参加者11名）
本荘年金事務所 ：7/20（参加者7名）

③地域ＦＭ局等と連携した年金制度広報
鷹巣年金事務所で開催（大館ケーブルテレビ）

④秋田県年金受給者協会主催年金福祉講座に講師派遣
秋田年金事務所：10/25（参加者35名）
鷹巣年金事務所：10/4（参加者65名）
大曲年金事務所：10/21（参加者35名）

⑤社会保険委員会支部研修会への講師派遣
秋田年金事務所 7/8（参加者60名）
鷹巣年金事務所 12/8（参加者9名）
大曲年金事務所 5/27（参加者16名）、7/22（参加者13名）

新型コロナウイルス感染予防の観点から、
対面での事務説明会等の実施が減少しま
した。
今後は、オンラインでの実施を積極的に
取り入れ、対面、非対面の双方で説明会
を実施していきます。
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２．令和４年度事業結果報告（３/９）

３．年金セミナー事業（教育機関等への実施）

事業名 実施した事項 実施状況

年金セミナー事業
（教育機関等への

実施）

1．教育機関への取組み

①対面による開催
秋田年金事務所 ： 12校
鷹巣年金事務所 ： 5校
大曲年金事務所 ： 7校
本荘年金事務所 ： 3校

合計27校

②非対面（リモート及びＤＶＤ視聴）による開催
秋田年金事務所 ：リモート1校、DVD視聴1校
鷹巣年金事務所 ：実施なし
大曲年金事務所 ：リモート1校、DVD視聴4校
本荘年金事務所 ：リモート1校、DVD視聴1校

合計 9校

2．20歳到達者への取組み

秋田年金事務所 ：毎月オンラインにより説明会を開催
鷹巣年金事務所 ：延長相談日に対面で説明会を実施
大曲年金事務所 ：対面での説明会を実施（6/13）
本荘年金事務所 ：毎月対面による説明会を開催

年金セミナーは、対面、非対面を教育機
関の希望に沿った形で実施しました。
未実施の教育機関の開拓を行い、年金セ
ミナーの実施対象校を拡大していきます。
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２．令和４年度事業結果報告（４/９）

４．年金委員活動支援事業（2/1）

事業名 実施した事項 実施状況

年金委員
活動支援事業

①広報誌等による情報提供
地域型年金委員広報誌「支えあい」の送付
職域型年金委員広報誌「スマイル」の送付
「年金委員活動の手引き」や制度改正等にかかるリーフレットの送付

②年金委員委嘱拡大
地域型年金委員については、市町村、社会保険労務士会、年金受給
者協会等関係団体からのご協力を得ながら委嘱を拡大。職域型年金委
員については、年金委員未設置事業所、県内商工会及び商工会議所へ
の委嘱勧奨、年金委員未登録の健康保険委員への委嘱勧奨等を行った。

③全国年金委員研修会
令和4年11月2日（水）テレビ会議システム及びＷｅｂ会議ツール
（Microsoft Teams）を活用したオンラインによる研修会
【参加人数】
秋田：5人、鷹巣：14人、大曲：30人、本荘：2人

④地域型年金委員連絡会
地域型年金委員を対象にテレビ会議システムを活用した全県の連絡
会及び各年金事務所での地区連絡会
令和4年11月2日（水）【参加人数】
大曲：15人
令和4年11月30日（水）【参加人数】
秋田：13人、鷹巣:16人、大曲:0人、本荘:2人
令和5年2月6日（月）【参加人数】
秋田：19人、鷹巣:13人、大曲:19人、本荘:0人

全国年金委員研修会につきましてもオ
ンラインを活用し各年金事務所で開催し
たところです。
新型コロナウイルス感染予防の観点か

ら研修会等は、対面での開催をしており
ませんでしたが、第３四半期からは、各
年金事務所において「地域型年金委員連
絡会」を開催しています。
オンラインでの県内全体の連絡会に引

き続き、各年金事務所において「地区連
絡会」を開催したところです。
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２．令和４年度事業結果報告（５/９）

事業名 実施した事項 実施状況

年金委員
活動支援事業

⑤年金委員・健康保険委員・事業主表彰式の実施
令和4年11月17日（木）年金委員の多年にわたる活動の功績を称え、
功績が特に顕著と認められる方にホテルメトロポリタン秋田で表彰状の
授与を実施。

実施にあたっては、全国健康保険協会秋田支部と共催、一般財団法人秋
田県社会保険協会より協賛いただき開催。

厚生労働大臣表彰１名
日本年金機構理事長表彰４名
日本年金機構理事表彰９名

表彰式においては、新型コロナウイルス
感染防止の観点から受賞者・来賓者のみ
出席で行いました。
来年度以降については対面による研修会
等の実施を検討しています。

9

令和4年
3月末

令和5年
3月末

増減

秋田 549 568 ＋19

鷹巣 337 362 ＋25

大曲 564 588 ＋24

本荘 205 233 ＋28

令和4年
3月末

令和5年
3月末

増減

秋田 57 59 ＋2

鷹巣 45 48 ＋3

大曲 47 53 ＋6

本荘 15 17 ＋2

職域型 地域型

４．年金委員活動支援事業（2/2）



実施した事項 実施状況

「ねんきん月間」の取り組み

公共施設等でのパネル展示の開催
秋田年金事務所、鷹巣年金事務所、大曲
年金事務所において「ねんきんネット」及
び「わたしと年金」エッセイ等について、
公共の場所等をお借りしパネル展示を行い
ました。
令和４度のねんきん月間の取組みは、こ
のような非接触型の取組みを中心に行いま
した。

２．令和４年度事業結果報告（６/９）
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北秋田市民ふれあいプラザコムコム（鷹巣年金事務所）

秋田駅ぽぽろーど（秋田年金事務所）秋田中央郵便局（秋田年金事務所）

５．ねんきん月間の取組



事業名 取組内容 実施状況

「わたしと年
金」エッセイ

〇公的年金の大切さ、年金制度のかかわり等公
的年金制度をテーマとした「エッセイ」の募集
を通じ年金制度の周知・向上につなげる。

〇中学生以上を対象に公的年金を
テーマとした「わたしと年金」
エッセイを募集した。

募集期間：令和4年9月9日（金）
消印有効

県内45作品の出品

年金ポスター
コンクール

〇全県の中学生を対象とした年金ポスターコン
クールを実施することにより年金制度の周知・
向上につなげる。

〇中学生を対象とした第2回秋田県
年金ポスターコンクールを実施
募集期間：令和4年9月5日（月）

消印有効
※ 募集期間を令和4年11月4日

に変更
※ 県内11校から67作品の出品

入賞作品は次頁

２．令和４年度事業結果報告（７/９）
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６．「わたしと年金エッセイ」・「年金ポスターコンクール」



第２回秋田県年金ポスターコンクール入賞作品

12

能代市立東雲中学校
髙田 茉那 さん

秋田市立秋田西中学校
藤山 郁海 さん

秋田市立秋田西中学校
菊池 紋菜 さん

最優秀賞

優秀賞

特別賞（東北厚生局長賞）

優秀賞

秋田市立秋田東中学校
堀井 柚芽 さん

優秀賞

秋田市立秋田西中学校
佐藤 心絆 さん

２．令和４年度事業結果報告（８/９）
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２．令和４年度事業結果報告（９/９）

令和４年度第２回秋田県地域年金事業運営調整会議での意見・要望

区分 委員からの意見・要望 運営調整会議での回答 その後の状況

地域連携事業

チームズを使って行っている、事業所向けと20歳到達者向け
オンライン説明会について、とても良い取組みだと思う。これ
から軌道に乗せて、大勢の方に参加していただけるようにして
ほしい。

今後も引き続き実施していく。
参加者の拡大については課題が残るもの
の、オンライン説明会については継続的
に実施している。

地域連携事業

啓発活動について、若い方の興味や関心を引き付けるために今
後どのような活動を行っていくのか。スマートフォン等情報伝
達のツールとなっているものを活用した新たな取組みがあれば
よいのではないか。

多くの若い方が使うスマートフォンなど
を活用しながら新しい広報活動を展開し
ていきたい。

機構本部を通じ、若い方だけでなく年金
制度へ関心がもてるよう拡充を図ってい
きたい。

地域連携事業
20歳の方が多く集まる成人式でアプローチしたらよいのでは
ないか。 今後検討していきたい。 市町村へのアプローチを検討している。

年金セミナー事業
成人、選挙権が18歳となり年金についても早い段階から知識
をもっていただく必要性を感じる。中学生を対象にした年金セ
ミナーを考えてもよいのではないか。

ポスターコンクールを通し、中学校へは
ご案内しているところであるが、今後も
中学生に展開していきたい。

当所で実施しているポスターコンクール
に加え、厚生労働所でもポスターコン
クールを実施しており、年金についてア
ピールを図りたい。

その他

ホームページでリンクされているユーチューブチャンネルにつ
いては長い時間のものばかりだが、1分～1分30秒くらいの
バージョンがあっても良いと思う。若い方は今短い時間の動画
を観ているため、その方がきっかけになるのではないか。

(回答 東北厚生局)
年金局に伝えておく。

機構ホームページにおいても検討される
よう働きかけを行っている。

その他
学生納付特例、年金セミナー、年金ポスターコンクールなどを
インスタグラムに載せて、興味を持った方をさらにホームペー
ジへ誘導するような手法も今後必要だと考える。

ホームページについては、本部を通し検
討したい。

機構ホームページにおいても検討される
よう働きかけを行っている。

その他
運営調整会議についてマスコミを通じて広報できたら、もっと
県民の皆様に活動をご理解いただけるのではないか。

当会議の開催については報道機関にお知
らせしている。

ねんきん月間等も含め、広報活動を行っ
ている。



〇各事業への取組方針
令和５年度における各地域年金展開事業計画

３．令和５年度の地域年金展開事業の取組方針
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事業名 取組内容 具体的な活動

地域連携事業 〇各自治体や事業所向けの説明会及び
研修会等のオンラインでの実施を強
化する。

①各自治体への対応
全県統一したオンラインでの研修会を実施するとともに対面での研
修会も並行し実施する。

②事業所等への対応
新規適用事業所を中心に計画的なオンラインでの説明会を実施する。

年金セミナー事業 〇年金セミナーの開催数増加につなげ
る。

①教育機関での実施
未実施の教育機関へ開催の案内を行い、多くの教育機関で年金セミ
ナーを実施する。

②特別支援学校での開催
県庁特別支援教育課の協力を得ながら、特別支援学校への年金セミ
ナーを実施する。

年金委員
活動支援事業

〇年金委員に対する定期的、継続的な
情報提供を行い、委員の制度に関す
る知識の定着及び活動の質の向上に
つなげる。

①地域型年金委員連絡会及び地区連絡会の開催
年２回連絡会を開催し、制度改正等の最新情報の提供を行う。

②職域型年金委員への情報提供
関係団体等と連携したうえで年金委員研修を開催し、制度改正等の
最新情報の提供を行う。

地域年金推進員
委嘱事業

〇地域年金推進員の活動日数の向上を
図り、年金セミナーの開催数増加につ
なげる。

①教育委員会等への協力要請
県教育庁へ年金セミナー対象校の拡大に向けた協力を要請する。

②地域年金推進員の活動
地域年金推進員と意見交換を行い、年金セミナー開催へのアプロー
チ活動及び講義内容を充実させ実施する。



〇令和５年度の各事業の実施時期等

時期 事業 具体的な活動内容

上期

6月23日 令和５年度地域型年金委員連絡会開催 年金制度の周知活動

7月21日 令和5年度秋田県地域年金事業調整会議 年金事業への意見の反映

下期

11月上旬
ねんきん月間、年金の日イベント開催
令和5年度全国年金委員研修会開催

年金制度の周知活動

11月中旬 年金委員・健康保険委員・事業主表彰式 年金委員等の表彰

2月上旬 令和５年度地域型年金委員連絡会開催 地区連絡会の開催

通年
広報誌

広報誌「スマイル」の送付（職域型年金委委員）
広報誌「支えあい」の送付（地域型年金委委員）

ねんきん月間にかかる取組を実施する
年金制度の周知活動

年金委員
の委嘱勧奨

年金委員の委嘱拡大 年金制度の周知の拡大
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４．令和５年度の取組計画



５．地域年金展開事業における会議等の取組

◯令和５年度においては、オンラインの活用による非対面型、訪問による対面型の会議・研修会等を実施し
ていきます。

◯新型コロナウイルス感染症の影響は、いまだ不透明な状況にありますが、可能な限り会議・研修会等を実
施していきます。

◯研修等に参加いただけるよう、Ｗｅｂ会議ツール等を活用した非対面形式の拡大を図ることとしています。

①非対面型（オンライン）

【日本年金機構のWeb会議ツールを使用する場合】

【学校や企業のWeb会議ツールを使用する場合】

機構職員

機構職員

②対面型（訪問） ③動画提供型

【日本年金機構本部で作成した動画を提供】
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・年金セミナー用動画

・退職者向け年金制度説明会用動画

・外国人向け年金制度説明会用動画



６．事務所別事業実施結果 （令和５年４月～令和５年６月）

秋田年金事務所 鷹巣年金事務所 大曲年金事務所 本荘年金事務所

4
月

6
月

地域連携事業

・新規適用事業所へのオンライン
による説明会

・市町村国民年金担当者研修会
（６月実施）

・新規適用事業所へのオンライン
による説明会

・市町村国民年金担当者研修会
（５月実施）

・新規適用事業所へのオンライン
による説明会

・管内の新任市町村職員に対し年
金制度説明会（４～５月実施）

・新規適用事業所へのオンラインに
よる説明会

・令和５年６月５日（月）に市町村
国民年金事務新任担当者研修会を
実施。（参加者８名）

年金セミナー
事業

・年金セミナー
日本赤十字秋田看護大学、日本
赤十字秋田短期大学、聖園学園
短期大学、ノースアジア大学、
秋田栄養短期大学

・年金セミナー
管内教育機関１４校に対し、年
金エッセイ募集と合わせて、セ
ミナー実施に係る訪問勧奨を実
施（６月）

・実施なし ・実施なし

地域相談事業

・出張相談の開催
男鹿市 （月2回）

・出張相談の開催
能代市（毎週１回）
鹿角市（毎週１回）
大館市（毎週１回）

・出張相談の開催
横手市（月3回）
湯沢市（月3回）

・実施なし

年金委員
活動支援事業

・地域型年金委員連絡会（６月開
催）

・職域型年金委員未設置事業所へ
推薦依頼文書送付

・地域型年金委員連絡会（６月開
催）

・社会保険委員会役員会において、
短時間労働者の適用拡大にかか
る研修を実施（６月）

・被保険者５０人以上の６３事業
所に宛てて、職域型年金委員の
委嘱について文書勧奨を実施

・地域型年金委員連絡会（６月開
催）

・職域型年金委員未設置事業所へ
推薦依頼文書送付

・社会保険委員会役員会において、
育児休業に係る保険料免除等につ
いて研修を実施（５月）

・社会保険委員会研修会において、
事業所調査における指摘事項の多
い事例ついて研修を実施（６月）

・地域型年金委員連絡会（６月開
催）

・新規適用事業所へ職域型年金委員
の設置勧奨を実施
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７．日本年金機構ホームページ等の紹介
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日本年金機構 ホームページ

https://www.nenkin.go.jp/

日本年金機構 ツイッター

@Nenkin_Kikou

「ねんきんネットで、自分の年金、自分で管理！
「ねんきんネット」
24時間いつでもどこでもスマホでも、自分で年金記録を
確認できるインターネットサービスです。


